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大容量バックアップサービス

ダイナクラウド

Saver

Saver
大容量バックアップサービス

全自動かつ高速でバックアップ可能
バックアップをファイル単位ではなく変更されたブロック単位で行いますので、
システムをまるごと効率的にクラウドにバックアップすることができます。

企業の課題
インフラ構築　………………………………………………………
・データだけでなくシステムをまるごとバックアップしたい。

・テープの交換や管理の手間をなくしたい。

・システムを停止せずバックアップしたい。

効率化　…………………………………………………………………
・肥大化するバックアップデータを最小限にしたい。

・日次バックアップにかかる時間を短縮したい。

・システム復旧にかかる時間を最小限にしたい。

セキュリティ　…………………………………………………………
・災害時のBCP注1対策としてデータを遠隔地に保管したい。

注1.　BCP(Business Continuity Plan)事業継続計画

システムをまるごとクラウドにバックアップシステムをまるごとクラウドにバックアップ
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サービスは続々拡大中です、ご要望のサービスがありましたらお問合せください。  詳しくはhttp://www.dynacloud.jp/

システムをまるごとクラウドにバックアップ Saver

■dynaCloud  Saverの特長
インフラ構築
・設定されたルールに従い全自動でバックアップを行いますので、日次の
運用にかかる手間がかかりません。
・データベースなどのシステム稼働中でも、スナップショット式でシステム
ごとバックアップが可能です。
・バックアップデータは最大255世代の管理が可能です。

利便性
・変更されたブロックのみを抽出してバックアップする「重複除外型バック
アップ」を採用し、容量/転送時間を大きく削減します。

セキュリティ
・バックアップされたデータは強固なデータセンター内に保管されており、
災害時のBCP対策として有効です。

dynaCloud Hostingサービスの仮想サーバーをバックアップするサービスとしてご利用いただけます。データセンター内でバックアップを行いますので、
安全かつ高速にバックアップ/リストアが行えます。

システムA
システムB

システムC

Internet

SSL -VPN

中・大規模システムのバックアップ、リストア時間を短縮 dynaCloud Hosting上の複数システムを高速バックアップ
活用例① 活用例②

社内に一度バックアップを作成し、それをクラウドへさらにバックアップすることに
より、大容量のバックアップデータからのリストア時間を短縮することができます。

データセンター内でバックアップを行いますので、安全かつ高速にバックアップ／
リストアが行えます。
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■dynaCloud Saverの利用シーンとメリット ■従来のバックアップとdynaCloud Saverの違い

システムをまるごと
バックアップ

バックアップ工数の削減

ｄｙｎａＣｌｏｕｄ Saver 利用シーン

堅牢なデータセンターへバックアップ

従来のバックアップ

dynaCloud Saver

不必要なデータもバックアップ

最低限の変更だけバックアップ

4KB/8KBのブロック単位でバックアップされる。

1文字書き換えても、ファイル単位でバックアップされる。

変更ブロックレベルのバックアップ(重複除外型バックアップ)

ファイルレベルのバックアップ
バックアップ元 バックアップ先

・設定されたルールに従い全自動でバックアップ。
・システム稼働中でも、バックアップが可能。

バックアップ元 バックアップ先

差分だけを高速バックアップ

システムA
バックアップデータシステムA

システムB
バックアップデータ
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